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グループの競争力を高める人財戦略
J-POWERグループの人財戦略
基本的な考え方

価値の創出

J-POWERグループは、エネルギー安定供給と気候変動対応の両立のために、事業ポート
フォリオやビジネスモデルを変革させながら、持続可能な社会の実現を目指しています。当
社グループは、従業員一人ひとりを、社会の多様なニーズに対して価値を提供する源である
と捉えており、豊かな個性とチャレンジ精神を有した多彩な人財の育成に取り組んでいます。

人財施策の方向性

当社グループは、個人を尊重し、ダイバーシティの推進など多様な人財が活躍できる環境づく
りに取り組むとともに、安全・安心な職場づくりを推進しています。また、幅広い事業フィール
ドを有するという特徴を生かして、従業員へ多様な業務経験機会を提供していくとともに、チャ
レンジを支援する人財制度の整備・充実を図っていきます。

多様な人財施策を通じて、カーボンニュートラルアセットの開発や国内火力のトランジショ
ンを進めていきます。同時に、新たな事業分野や付加価値の高いサービスの提供、イノベーショ
ンを実現することで、持続可能な収益源を確立しながら成長を目指します。また、再生可能エネ
ルギーなど地域の資源を活かしたエネルギー開発を通じて、地域との共生にも取り組みます。
このように、当社グループの人財が活躍することで、グローバルにもローカルにも、日本と世

界が直面する様々な社会課題の解決に貢献し、価値を提供していきます。

*1  2023年度までの累計実績　*2  2023年度実績
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Q

A

J-POWERグループの持続的な成長を実現するために経営戦略と人財戦略のつながりを
どのように考えていますか。

人財は事業活動の根幹であり、経営戦略上の課題推進のためにも両者の連携は重要と考
えています。中期経営計画の重点項目として、企業価値向上に向けた人財戦略を掲げてお
り、知恵と技術のさきがけとなる多彩な人財育成の継続により、グループ競争力の強化を
図ることで、持続的な成長実現に貢献していきます。

Q

A

J-POWERグループの人財の現在の特徴、課題だと考えている点はありますか。

少人数でありながら、様々な専門性を有する人財が幅広い事業領域に携わっていること
が特徴であり、今後は中期経営計画に掲げる新しい事業ポートフォリオへの変換に取り
組む人財確保や育成の更なる強化が必要と考えています。

Q

A

2030年に向けて、求める人財像・組織像を教えてください。

事業環境変化に対応しながら成長を続けるために、社会に対し
て付加価値を高め、イノベーションを起こす人財・組織を育て
ていくことが、これまで以上に必要になると考えています。

Q

A

特に重点的に取り組んでいきたい施策はありますか。

CDPに基づく自律的キャリア形成支援やローテーションによ
る人財育成、多様な働き方を支える就労環境整備等、従業員の
チャレンジを支援する人財制度の整備・充実を、一層加速させ
ていきます。

地域共生
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再エネシフト100＋名

女性採用目標2倍
定年延長（～65歳）
育児・復職支援

重篤な災害の根絶
健康経営推進
多様な働き方推進

人財公募22件*1

高水準の研修費用
（236千円/人*2）
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